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部門 改修 建物種別 住宅

建物名称 所在地 首都圏

用途 延床面積 8,500 ㎡　（住宅85戸）

設計者 AGCグラスプロダクツ株式会社 施工者 AGCグラスプロダクツ株式会社

事業期間 平成21年度～平成23年度

参考図

概評

地域に活動実績のあるNPO、地域協議会が省エネ改修について消費者への普及啓蒙活動を行い、
開口部メーカー、総合建材商社が事業主体となって設計・提案・改修工事に至るという総合的な省エ
ネリフォームを実施するもので、既存住宅の省エネ改修需要を掘り起こす新たなビジネスモデルであ
る点を評価した。省CO₂効果の把握など、事後の検証を要望したい。

地域活動を通した総合的省エネ設計による戸建
既存住宅における省CO₂普及推進モデル事業

ＡＧＣグラスプロダクツ株式会社

事業
概要

提案
概要

開口部メーカー、総合建材商社が事業主体となり、ＮＰＯ、地域協議会とタイアップをすることで消費者
への普及啓蒙活動を通して建物外皮、設備を含めた総合的最適省CO₂技術の設計、改修工事を一環
して行う。さらに、地域活動を通じて省CO₂の普及を推進するビジネスモデルとして、他の地域にも波
及を目指す。

戸建住宅の改修

戸建住宅

１．消費者への普及、啓蒙活動
消費者への情報発信

２．総合的な省CO2技術の設計提案

３．省CO2技術の導入

（省エネリフォーム工事）

４．省CO2技術の効果の検証

モデル事業の全国展開

５．全国波及・普及に向けた取組み

消費者への省CO2の普及・啓蒙活動機能

・消費者向けの省エネセミナーを開催。
・省CO2の環境技術の導入方法を提案。

・省エネ改修促進税制、各種補助金などの導入促進施策の紹介。
・消費者に対しての省エネ導入相談窓口。
・地方公共団体との連携。
・地域活動（展示会等）への積極的な取組み協力。

消費者への省CO2の啓蒙・促進のための情報発信機能
・消費者向けの省CO2技術の導入促進ツールを作成。
・省CO2導入実例のデータを蓄積し、その効果を「見える化」。

・ホームページを通して一般消費者へ情報発信。
・本プロジェクトの取組みをメディアへ情報発信。

・「建物外皮」「省エネ設備」「住まい方」を総合的に設計提案。
・省CO2先端技術（リフォーム用エコガラス「ペヤプラス」など）の導入促進。
・省エネ診断により消費者ニーズと最適な省CO2技術の導入方法を提案。
・省CO2メニューをパッケージ化し、消費者が容易に選択できるツールの作成。

（1）建物外皮の断熱性能の向上

エコガラスへの取替、２重サッシの設置、天井・屋根、壁、床の断熱化工事
（2）省エネ設備の導入

高効率エアコンへの取替、高効率給湯器への更新、太陽光発電設備の設置

・省CO2導入実例における効果の測定。
・各省CO2技術の効果について統一の評価指標で総合的に評価。
・省CO2効果に加え、経済性、施工性、快適性なども実例により検証。
・消費者向けの総合的省CO2簡易シミュレーションの構築。

・消費者への普及啓蒙活動へのフィードバック。

・各地域のＮＰＯ、地域協議会と同様の取組みを実施をし、全国へ波及を図る。
・地域との連携により、消費者への幅広い省CO2推進活動の実現。
・全国約1800店（ＡＧＣのリフォームチャネル）の流通網の活用。
・省CO2導入のプロセスと効果を明確にし、消費者の導入意識を高める。

プロジェクトの機能 事業内容




